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 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第５項の規定に基づき、随時

監査を実施したので、同条第９項の規定により、その結果を公表する。 
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   随時監査の結果について 

 

１ 準拠基準 

  北名古屋市監査基準 

 

２ 監査の対象 

  準公金の管理について 

 

３ 監査の着眼点 

 ⑴ 規程等の制定状況 

⑵ 管理責任者等の設置状況 

⑶ 現金、通帳等の保管方法 

⑷ 出納簿等の作成状況等 

⑸ 決算及び監査の実施状況 

⑹ 市職員が準公金を管理する必要性 

 

４ 監査の実施内容 

令和３年３月１日付「令和３年度随時監査「準公金の管理について」に係る調

査について（通知）」に基づく事前調査を基に、関係書類確認及び実地調査を実

施し、関係職員からの事情聴取を行った。 



 

 

 

５ 予備監査の実施期間 

令和３年３月１日（月）から令和３年５月１８日(火)まで 

 

６ 監査結果 

⑴ 規程等の制定状況 

   １９件中１７件は、職員が取り扱う団体の規約や会則等に、事務局に関する

規定がされており、団体の事務に従事する根拠があった。 

規定がない他２件は、保険料を回収して、県へ納める児童課所管の事務であ

り、事務取扱マニュアルのようなものはない。また防災交通課の消防操法大会

運営委託も消防団への委託であるが同様である。規模の大小により差が生じる

ものと解するが、会則までにとどめて、事務取扱について規定している団体と

そうでない団体があった。 

⑵ 管理責任者等の設置状況 

   管理責任者を課長または課長級に設定し、事務担当者は課長以外を設定して

おり、１９件中１８件が意思決定として決裁を執り行っていた。 

団体の親睦会の事務を職員が取り扱うものが１件あったが、本来は団体に移

行するなど改善することが望ましい。 

⑶ 現金、通帳等の保管方法 

 ア 通帳、届出印、現金等を金庫や鍵のかかるキャビネット等に保管し、物理

的にも別々の場所で保管し、単独で使用できない体制づくりに努めていた。

一部、東公民館は一か所での管理となっていた。 

  イ 現金の常時保管は受払簿にて管理をし、一時的な保管が長いもので1～２

か月というものがあったが、保管できる帳簿を整え管理していた。 

  ウ キャッシュカードの作成が１９件中２件あった。保管場所が金庫であり、

鍵の管理は責任者である課長としているものの、決裁を経ずに現金の出金が

可能であるといえる。 

⑷ 出納簿等の作成状況等 

  ア 決裁、収入票、支出票などにより一定の意思決定がされていたが団体の親

睦会の取り扱いはいずれもされていなかった。 

  イ 立替払いについては、１９件中４件あった。今回の調査で立替払いに職員

個人のクレジットカードを使用するものがあった。また現金払でポイントを

ためているものがあった。 



 

 

  ウ 領収書は複数の窓口で受領するため、あらかじめ領収印を押印したものを

常時窓口に置き、金庫にしまっていないケースがあった。 

 ⑸ 決算及び監査の実施状況 

   決算及び監査は、１件を除き実施していた。また県からの移譲事務は実績報

告書の提出がされていた。 

⑹ 市職員が準公金を管理する必要性 

ア 準公金は、公金に比べ、柔軟な運用ができるという解釈のもと、入金や出

金の管理に自由度が増すといったことも起こりうる。 

イ 市民にとっては公金、準公金の区別はなく、団体の自立に向けた取り組み、

庁舎内に事務局を設置する必要性、団体独自で管理する事務も必要なものも

ある。市が準公金を管理するのは市に対する信頼に基づいて委ねられている

と考えられるが、市の業務と団体の活動内容が密接にかかわっている場合や、

団体の設置目的が市の施策と合う場合であっても、準公金は団体に帰属する

現金である。 

 ⑺ その他 

   実地調査において、市民活動推進課の男女共同参画の返還金額が決算書と異

なる数値に気づき、その場で指導した。 

 

７ 指摘事項 

⑴ 市職員が管理する準公金の団体名義でキャッシュカードを作成し、市職員が

保管・使用しているものは原則として廃止すること。 

⑵ 市職員が管理する準公金の支出について、職員個人のクレジットカードで立

替払いをしない取り扱い及び職員個人が事業者のポイント制度・キャッシュバ

ック制度等に基づく利益を享受しない取り扱いを徹底すること。 

 

８ 意見 

 ⑴ 準公金の管理について、キャッシュカードやクレジットカード等の使用にお

けるリスク管理及びコンプライアンス上の問題について、定期的に庁内へ周知

していただきたい。 

 ⑵ 準公金の取扱い・管理における統一的基準の策定を検討していただきたい。 

⑶ 市職員が準公金を取り扱うことの必要性について、定期的に精査し見直して

いただきたい。 


